
  
熊
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た
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に
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い
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竹
原 

明
理 

 

一
．
は
じ
め
に  

 

熊
本
博
物
館
（
以
下
、
当
館
）
で
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
よ
り
収
蔵
絵

画
調
査
を
実
施
し
た
。
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
三
月
に
は
、『
熊
本
博
物
館
収

蔵 

絵
画
目
録
（
１
）
』
を
刊
行
し
た
。
本
調
査
に
よ
っ
て
、
当
館
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
絵
師
の
作
品
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
わ
か
っ
て
き
た
。

そ
の
う
ち
の
一
作
、
椿
椿
山
画
・
深
水
春
山
賛
《
深
水
春
山
像
》
に
つ
い
て
は
館

報
34
号
で
紹
介
し
1

、
令
和
六
年
度
の
収
蔵
品
展
『
く
ま
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

か
が
や
け
！
熊
本
の
刀
と
絵
画
』
で
も
多
数
の
絵
画
を
展
示
し
た
2

。 

本
稿
で
は
、
長
ら
く
当
館
に
所
蔵
さ
れ
、
定
期
的
に
公
開
の
機
会
が
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
詳
細
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
横
矢
旗
」
八
点
に
つ

い
て
報
告
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。 

 

二
．
「
横
矢
旗
」
と
は 

 

横
矢
旗
は
、
端
午
の
節
句
の
飾
り
の
一
種
で
、
縦
が
七
〇
～
一
〇
〇
㎝
程
度
、

横
が
長
い
も
の
で
十
数
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
巨
大
な
絵
巻
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
「
横
矢
旗
」
と
い
う
語
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

文
献
検
索
を
し
て
も
、
当
館
館
報
に
掲
載
さ
れ
た
展
示
記
録
が
ヒ
ッ
ト
す
る
程

度
で
あ
る
。
端
午
の
節
句
や
鯉
の
ぼ
り
に
関
す
る
研
究
は
多
数
あ
る
が
、
横
矢

旗
に
関
す
る
先
行
研
究
は
ほ
ぼ
無
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
当
館
で
は
「
横
矢
旗
」

と
い
う
語
を
違
和
感
な
く
使
用
し
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
横
矢
旗
と
は
一
体
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
現
状
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
記
し
て
お
き
た
い
。 

 

『
熊
本
県
大
百
科
事
典
』（
熊
本
日
日
新
聞
社
熊
本
県
大
百
科
事
典
編
集
委
員

会
編
、
一
九
八
二
年
）
を
引
く
と
、
横
矢
旗
は
「
矢
旗
」
の
項
に
そ
の
一
種
と
し

て
記
載
さ
れ
、
端
午
の
節
句
に
飾
っ
た
も
の
と
わ
か
る
が
、
詳
し
い
説
明
は
な

い
。『
新
熊
本
市
史
』（
別
編
第
二
巻
、
一
九
九
六
年
）
に
は
、
昭
和
六
二
年
（
一

九
八
七
）
に
白
石
巌
氏
（
一
九
二
一—

一
九
九
五
）
3

が
現
在
の
熊
本
市
中
央
区

京
町
の
民
家
で
撮
影
し
た
飾
り
付
け
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
横
矢
旗
の

使
用
例
を
記
録
し
た
ほ
ぼ
唯
一
の

写
真
と
し
て
大
変
貴
重
だ
が
4

、
本
文

中
で
の
説
明
は
な
い
。
な
お
、
本
画

像
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
は
現
在
、
熊
本

県
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
新
熊
本

市
史
』
掲
載
画
像
と
や
や
画
角
が
異

な
る
が
、
同
時
に
撮
影
さ
れ
た
画
像

の
一
つ
を
本
稿
に
も
掲
載
す
る
【
写

真
１
】
。
乳ち

に
紐
を
通
し
、
ぐ
る
り

と
屋
根
下
に
廻
し
て
飾
り
付
け
ら

れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。 

【写真１】 
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次
に
、「
横
矢
旗
」
と
い
う
語
の
使
用
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。
た
と
え

ば
、
熊
本
県
立
熊
本
高
等
学
校
の
初
代
校
長
・
野
田
寛
（
一
八
六
六—

一
九
四
五
）

に
よ
る
口
述
を
記
録
し
た
『
肥
後
文
教
と
其
城
府
の
教
育
』（
一
九
五
六
年
）
に

は
、「
か
の
明
治
の
時
代
ま
で
町
家
に
横
矢
旗
が
張
ら
れ
、
今
日
端
午
の
節
句
に

金
時
、
桃
太
郎
は
言
ふ
に
及
ば
ず
、
勇
ま
し
き
武
者
絵
の
幟
の
翩
翻
た
る
を
見

る
時
、
武
士
の
感
化
が
如
何
に
普
ね
く
徹
底
し
て
ゐ
る
か
ゞ
想
察
せ
ら
る
ゝ
」

と
あ
る
5

。
野
田
は
、
横
矢
旗
は
明
治
期
の
も
の
で
、
以
後
は
金
太
郎
や
桃
太
郎

な
ど
の
武
者
絵
の
幟
を
掲
げ
る
の
が
主
流
と
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。 

一
方
で
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
四
月
一
八
日
付
『
九
州
日
日
新
聞
』
で
は
、

「
玩
具
の
い
ろ
〳
〵
」
と
題
し
て
、
新
町
二
丁
目
（
現
在
の
熊
本
市
中
央
区
新

町
）
に
あ
っ
た
炭
谷
玩
具
店
の
店
頭
に
並
ぶ
夏
用
玩
具
を
紹
介
す
る
中
で
、「
横

矢
旗
は
一
間
も
の
で
一
円
四
、
五
十
銭
と
こ
れ
も
立
派
な
絵
で
あ
る
」
と
伝
え

る
6

。
同
記
事
か
ら
は
、
横
矢
旗
の
当
時
の
具
体
的
な
値
段
が
わ
か
る
が
、
一
間

を
約
一
・
八
二
ｍ
と
換
算
し
、
現
存
す
る
横
矢
旗
が
数
メ
ー
ト
ル
に
な
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
一
間
単
位
の
長
さ
で
注
文
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
新
聞
記
事
等
で
普
通
に
「
横
矢
旗
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
明
治
・
大
正
期
の
熊
本
城
下
町
で
は
、
端
午
の

節
句
の
際
に
横
矢
旗
を
飾
る
風
習
が
あ
り
、
そ
の
用
語
も
一
般
に
知
ら
れ
て
い

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
は
そ
の
存
在
を
知
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
県
内
の
節
句
用
品
や
玩
具
を
取

り
扱
う
店
舗
に
も
問
い
合
わ
せ
た
が
、
残
念
な
が
ら
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

三
．
当
館
収
蔵
品
の
概
要 

 

で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
横
矢
旗
が
存
在
し
た
の
か
、
当
館
が
収
蔵
す
る

八
作
品
の
各
情
報
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
作
品
名
・
法
量
等
の
情
報
は
【
表

１
】
の
と
お
り
で
あ
る
。
当
館
収
蔵
品
Ｄ
Ｂ
の
情
報
を
確
認
す
る
限
り
、
こ
れ
ら

は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
寄
贈
元
の
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
も
の
も
多
い
。
寄

贈
元
の
情
報
が
あ
る
も
の
で
も
、
旧
蔵
者
の
転
居
な
ど
本
来
伝
来
し
た
地
域
と

異
な
る
場
所
か
ら
の
寄
贈
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
ほ
と
ん
ど
が

熊
本
城
下
か
ら
あ
ま
り
離
れ
て
い
な
い
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

作
品
は
、
い
ず
れ
も
全
体
を
厚
め
の
和
紙
で
仕
立
て
、
濃
藍
色
な
ど
に
染
め

た
紙
や
布
で
本
紙
を
縁
取
り
し
、
縁
と
同
じ
材
で
主
に
本
紙
の
上
部
に
紐
を
通

す
た
め
の
乳
が
つ
く
と
い
う
の
が
共
通
す
る
形
状
で
あ
る
。
紙
製
と
は
い
え
、

【
写
真
１
】
の
よ
う
に
主
に
屋
外
で
使
用
す
る
た
め
非
常
に
丈
夫
に
作
ら
れ
て

い
る
が
、
繰
り
返
し
の
使
用
や
降
雨
に
よ
る
水
損
な
ど
で
本
紙
の
破
れ
な
ど
劣

化
が
著
し
い
。
今
後
の
修
理
や
保
管
方
法
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。
以

上
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
各
作
品
の
概
略
を
見
て
い
く
。 

 

①
松
岡
敬
廉
《
山
崎
合
戦
図
》 

一
巻 

冒
頭
の
破
損
が
甚
大
だ
が
、「
文
管
斎
」「
敬
廉
之
印
」
と
い
う
二
つ
の
印
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
作
の
作
者
は
松
岡
敬
廉
と
い
う
絵
師
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
敬
廉
は
、
熊
本
藩
御
用
絵
師
・
矢
野
家
の
六
代
・
良
敬
の
弟
子
で
あ
る
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
生
ま
れ
で
、
父
祖
は
狩
野
派
を
学
ん
だ
絵
師
で
あ
っ

た
。
本
名
を
「
七
郎
」
と
い
い
、
号
に
「
観
山
」「
文
管
斎
」「
皓
月
庵
」
な
ど
が
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あ
り
、
後
に
「
来
茂
」
と
改
名
し
た
7

。
敬
廉
の
作
品
と
し
て
は
ほ
か
に
、《
熊

本
城
南
面
大
観
図
》（
熊
本
城
顕
彰
会
蔵
・
当
館
寄
託
）
、《
藤
崎
八
旛
祭
礼
絵
巻
》

（
島
田
美
術
館
蔵
）
の
ほ
か
、
同
じ
く
矢
野
派
の
赤
星
閑
意
・
松
山
敬
誠
と
の
共

作
《
群
芳
帖
》
（
永
青
文
庫
蔵
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

本
作
は
、
明
智
光
秀
勢
と
羽
柴
秀
吉
勢
が
衝
突
し
た
「
山
崎
の
戦
い
」（
一
五

八
二
年
）
を
描
く
。
庶
民
に
広
く
読
み
親
し
ま
れ
た
『
絵
本
太
閤
記
』
な
ど
を
基

に
し
、
清
正
に
関
す
る
逸
話
を
メ
イ
ン
に
構
成
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
冒

頭
の
場
面
は
、
明
智
勢
と
羽
柴
勢
の
激
突
が
始
ま
っ
た
様
子
を
描
く
。
主
要
な

人
物
に
は
、「
比
田
帯
刀
」「
斎
藤
倉
之
助
」「
明
智
光
秀
」「
阿
部
仁
右
衛
門
」「
高

山
右
近
」
「
羽
柴
秀
吉
」
な
ど
武
将
の
名
前
を
記
し
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

羽
柴
勢
の
や
や
後
方
に
は
「
加
藤
虎
之
助
」
（
清
正
）
の
名
も
確
認
で
き
る
が
、

ど
の
人
物
か
は
特
定
し
づ
ら
い
。 

次
の
場
面
は
、
優
勢
に
な
っ
た
羽
柴
勢
が
明
智
勢
を
討
つ
様
を
描
き
、
加
藤

虎
之
助
が
斎
藤
倉
之
助
に
馬
乗
り
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
蔵
之
助
の
父
・
斎

藤
伊
豆
守
が
息
子
を
助
け
よ
う
と
虎
之
助
を
攻
撃
し
て
い
る
と
と
れ
る
描
写
や

林
半
四
郎
に
苦
戦
す
る
羽
柴
勢
の
描
写
が
あ
る
。 

最
後
は
、
光
秀
が
敗
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
明
智
左
馬
之
助
（
秀
満
）
が
馬
で
琵

琶
湖
を
越
え
た
と
い
う
伝
説
の
場
面
を
描
く
。
湖
岸
に
左
馬
之
助
を
逃
し
て
し

ま
っ
た
羽
柴
勢
が
い
る
8

。 

 

②
矢
野
派
《
九
州
平
定
図
》 

一
巻 

当
館
収
蔵
品
Ｄ
Ｂ
に
よ
る
と
、
本
作
は
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
現
在
の

熊
本
市
中
央
区
新
町
四
丁
目
の
個
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

作
者
は
特
定
で
き
な
い
が
、
筆
致
か
ら
矢
野
派
の
絵
師
に
よ
る
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
）
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
島
津
氏
制
圧
の
様
子

を
描
く
。
こ
れ
も
ま
た
庶
民
に
広
く
読
ま
れ
た
『
豊
臣
鎮
西
記
』『
絵
本
太
閤
記
』

『
賤
岳
合
戦
記
』
な
ど
を
基
に
し
つ
つ
、
清
正
の
逸
話
を
主
軸
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。 

 

本
作
も
冒
頭
の
破
損
が
甚
大
だ
が
、「
秀
吉
御
九
州
下
向
」
と
記
さ
れ
た
金
紙

が
貼
り
付
け
ら
れ
、
九
州
へ
向
か
う
船
団
が
描
か
れ
て
い
る
。
秀
吉
が
乗
船
す

る
五
三
桐
紋
の
帆
を
掲
げ
た
船
の
隣
に
は
、
蛇
の
目
紋
を
据
え
た
清
正
の
船
が

陣
取
っ
て
い
る
。 

 

小
倉
城
に
入
っ
た
秀
吉
一
行
は
、
小
倉
城
内
で
相
撲
を
観
覧
す
る
。
土
俵
に

立
っ
た
の
は
、
清
正
家
臣
の
木
村
又
蔵
と
毛
谷
村
六
介
（
の
ち
貴
田
孫
兵
衛
）
で

あ
る
。
六
介
は
、
又
蔵
に
敗
け
た
こ
と
に
よ
り
清
正
家
臣
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ

の
後
、「
築マ

マ

前
岩
関マ

マ

之
城
」「
蒲
生
氏
御
遠
巻
」
の
場
面
を
経
て
、
清
正
と
赤
星
太

郎
兵
衛
（
親
武
）
の
対
峙
が
描
か
れ
て
い
る
。
清
正
家
臣
の
森
本
儀
太
夫
と
木
村

又
蔵
も
大
急
ぎ
で
駆
け
つ
け
て
い
る
。
太
郎
兵
衛
は
、
菊
池
氏
の
一
族
か
ら
出

た
家
柄
で
、
後
に
加
藤
一
六
将
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
武
将
で
あ
る
。 

さ
ら
に
場
面
は
進
み
、
清
正
と
島
津
勢
・
新
納
武
蔵
守
（
忠
元
）
と
の
戦
い
が

描
か
れ
、
忠
元
を
加
勢
す
べ
く
、
川
上
左
京
太
夫
（
忠
堅
）
が
駆
け
つ
け
る
。
忠

元
の
落
馬
は
清
正
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
が
、
清
正
は
あ
え
て
忠
元
を
討

た
な
か
っ
た
と
い
う
逸
話
を
表
す
場
面
で
あ
る
。 

川
内
川
の
戦
い
の
後
の
場
面
に
は
、「
秀
吉
公
泰
平
寺
出
座
」
と
の
貼
紙
が
あ

り
、
泰
平
寺
に
お
い
て
島
津
義
久
・
義
弘
が
秀
吉
に
降
伏
す
る
場
面
を
描
く
。
一
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番
最
後
は
、「
筥
崎
八
幡
宮
九
州
大
名
知
行
配
当
」
と
し
て
、
筥
崎
宮
に
諸
大
名

が
集
結
し
、
領
地
を
分
配
す
る
光
景
が
描
か
れ
る
。 

 

③
矢
野
派
《
賤
ヶ
岳
合
戦
図
》 

一
巻 

 

本
作
は
、
羽
柴
秀
吉
と
柴
田
勝
家
が
衝
突
し
た
賤
ヶ
岳
の
合
戦
（
一
五
八
三

年
）
の
う
ち
、
清
正
の
働
き
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
特

に
こ
の
戦
い
で
清
正
は
「
賤
ヶ
岳
の
七
本
槍
」
に
数
え
ら
れ
、
清
正
の
武
功
を
語

る
上
で
代
表
的
な
合
戦
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

本
紙
に
大
き
な
破
損
は
な
い
も
の
の
、
乳
が
全
て
ガ
ム
テ
ー
プ
に
置
き
換
え

ら
れ
て
い
る
。
繰
り
返
し
使
用
す
る
中
で
、
本
来
の
乳
が
劣
化
・
破
損
し
た
た
め

付
け
替
え
た
の
だ
ろ
う
。「
賤
ヶ
岳
の
七
本
槍
」
に
数
え
ら
れ
る
武
将
の
戦
功
を

中
心
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
登
場
人
物
や
場
面
は
次
に
記
す
④
の
横
矢
旗
と
内

容
や
構
図
が
近
似
し
て
い
る
。 

 

④
矢
野
派
《
賤
ヶ
岳
合
戦
図
》 

一
巻 

 

当
館
収
蔵
品
Ｄ
Ｂ
に
よ
る
と
、
本
作
は
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
現
在
の

熊
本
市
西
区
春
日
（
旧
・
春
日
町
）
の
個
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
③

と
同
じ
く
賤
ヶ
岳
の
戦
い
の
様
子
を
描
い
て
い
る
が
、
各
武
将
の
名
前
を
記
し

て
い
る
た
め
わ
か
り
や
す
い
。
本
作
も
岩
の
描
き
方
な
ど
か
ら
矢
野
派
の
絵
師

に
よ
る
も
の
と
推
定
で
き
る
が
、
人
物
表
現
は
拙
い
。 

 

冒
頭
に
蛇
の
目
紋
付
の
長
烏
帽
子
を
被
り
、
戸
波
隼
人
を
討
ち
取
る
清
正
の

姿
が
あ
る
。
そ
の
右
隣
で
笹
を
構
え
る
の
は
「
木
村
又
蔵
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
上
部
に
は
加
藤
嘉
明
が
浅
井
吉
政
を
討
つ
様
子
を
描
く
。
画
面
を
左
に
進
む

と
、
上
部
で
は
平
野
長
泰
が
「
柴
田
権
六
□
□
」
と
松
村
友
十
郎
を
討
ち
、
下
部

で
は
脇
坂
安
治
が
鷲
見
源
吾
を
崖
か
ら
突
き
落
と
す
。
そ
の
左
上
段
で
は
、
桜

井
佐
吉
が
宿
屋
七
左
衛
門
と
対
峙
す
る
様
子
と
そ
れ
を
見
て
次
の
戦
い
へ
備
え

る
粕
屋
武
則
（
作
中
の
矢
旗
に
は
「
粕
谷
助
右
□
門
宗
重
」
と
記
す
）、
そ
の
左

側
で
は
、
伊
木
半
七
（
遠
雄
）
が
大
嵜
円
右
衛
門
を
討
つ
様
子
が
あ
る
。
さ
ら
に

下
段
で
は
、
福
島
正
則
と
拝
郷
久
盈
の
対
峙
、
片
桐
且
元
と
安
彦
孫
左
衛
門
、
豊

嶋
以
兵
衛
、
長
井
五
郎
左
衛
門
と
の
対
峙
が
あ
り
、
さ
ら
に
中
川
清
秀
と
佐
久

間
盛
政
の
対
峙
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
場
面
も
「
賤
ヶ
岳
の
七
本
槍
」
と

な
っ
た
武
将
た
ち
の
戦
い
の
様
子
が
象
徴
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。 

 

⑤
西
村
泰
久
《
賤
ヶ
岳
合
戦
図
》 

一
巻 

 

当
館
収
蔵
品
Ｄ
Ｂ
に
よ
る
と
、
本
作
は
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
現
在
の

熊
本
市
中
央
区
新
町
一
丁
目
の
個
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

冒
頭
右
下
に
「
松
契
園
主
人
画
」
の
款
記
と
落
款
印
が
あ
り
、
矢
野
派
の
絵
師
・

西
村
泰
久
の
作
と
見
ら
れ
る
。
泰
久
は
、
矢
野
家
六
代
・
良
敬
の
孫
弟
子
に
あ
た

る
絵
師
で
あ
る
。 

 

③
④
と
同
じ
く
、
本
作
も
賤
ヶ
岳
の
戦
い
を
七
本
槍
の
武
将
ら
の
戦
功
を
中

心
に
描
く
が
、
冒
頭
だ
け
で
な
く
最
終
場
面
で
再
び
清
正
が
登
場
し
、
山
路
正

国
と
も
み
合
い
崖
か
ら
転
が
り
落
ち
る
様
子
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
⑥
《
日
露
戦
況
画
報
》
ほ
か
（
印
刷
） 

一
巻 

 

当
館
収
蔵
Ｄ
Ｂ
に
よ
る
と
、
本
作
は
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
現
在
の
熊

本
市
中
央
区
日
吉
二
丁
目
（
旧
・
高
江
町
）
の
個
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
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る
。 

 
本
作
は
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
始
ま
っ
た
日
露
戦
争
の
戦
況
を
伝
え

る
『
日
露
戦
況
画
報
』『
日
露
交
戦
実
況
』『
征
露
実
況
画
』
な
ど
の
彩
色
石
版
画

を
上
下
に
二
枚
ず
つ
一
〇
列
に
わ
た
っ
て
、
計
二
〇
枚
を
貼
り
交
ぜ
て
、
横
矢

旗
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
戦
中
に
生
ま
れ
た
男
児
の
た
め
に

作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

糊
付
け
の
た
め
発
行
元
情
報
が
不
明
な
も
の
も
あ
る
が
、
熊
本
市
の
「
書
画

堂
」
、
東
京
の
「
尚
美
堂
」「
名
画
堂
」「
松
聲
堂
」「
熊
澤
喜
太
郎
」
な
ど
を
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
多
く
の
石
版
画
を
手
が
け
た
「
宮
野
経
茂
」
の
名
を
確
認
で
き

る
も
の
も
あ
る
。 

 

濱
田
辰
次
郎
を
店
主
と
す
る
熊
本
の
「
濱
田
書
画
堂
」
は
、「
九
州
一
手
特
約

発
行
元
」
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
絵
画

絵
葉
書
類
品
付
属
品
美
術
印
刷
製
品
仕
入
大
観
』（
大
日
本
絵
葉
書
月
報
社
）
に

よ
る
と
、
同
社
は
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
創
業
し
、
東
京
浅
草
蔵
前
三
好

屋
書
店
よ
り
石
版
画
を
仕
入
れ
て
販
売
を
始
め
、
明
治
二
七
年(

一
八
九
四)

に

日
清
戦
争
の
戦
争
画
が
発
行
さ
れ
て
以
降
、
図
書
、
額
縁
の
専
業
店
と
な
っ
た
。

店
主
の
濱
田
辰
次
郎
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
生
ま
れ
で
、
長
男
の
治
平
（
一

八
八
一
年
生
）
に
監
督
さ
せ
た
印
刷
部
も
「
常
に
鮮
明
優
秀
な
る
美
術
印
刷
物

の
製
作
に
多
大
の
好
評
を
受
け
」
た
と
い
う
9

。 

 

⑦
《
救
露
討
独
遠
征
軍
画
報
》
ほ
か
（
印
刷
） 

本
作
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
起
き
た
ロ
シ
ア
革
命
に
お
け
る
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
軍
団
救
出
を
名
目
と
し
た
、
日
本
軍
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
伝
え
る
彩

色
石
版
画
『
救
露
討
独
遠
征
軍
画
報
』
を
横
一
列
に
九
枚
、
さ
ら
に
『
教
育
日
本

歴
史
画
』
二
枚
、
計
一
一
枚
を
貼
り
付
け
て
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

「
画
作
兼
発
行
印
刷
者
」
と
し
て
東
京
の
尚
美
堂
・
田
中
良
三
の
名
が
確
認
で

き
る
。 

本
作
の
寄
贈
元
の
情
報
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
使
用
地
等
は
不
明
で
あ
る
。

裏
打
ち
紙
に
は
未
使
用
の
領
収
書
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

『
救
露
討
独
遠
征
軍
画
報
』
は
戦
中
に
少
な
く
と
も
一
七
場
面
刊
行
さ
れ
、

『
教
育
日
本
歴
史
画
』
は
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
前
後
か
ら
大
正
一
二
年
（
一

九
二
三
）
前
後
に
か
け
て
複
数
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
作
で
確
認
可
能

な
発
行
元
情
報
の
う
ち
、
一
番
新
し
い
も
の
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
一
一
月

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
作
は
大
正
八
年
末
も
し
く
は
そ
れ
以
降
の
間
も
な
い
時

期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
れ
ら
の
石
版
画
の
発
行
元
で
あ
る
尚
美
堂
の
田
中
良
三
（
一
八
七
四—

一
九

四
六
）
は
、
昭
和
初
期
に
川
瀬
巴
水
ら
新
版
画
の
版
元
と
な
っ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
。『
絵
画
絵
葉
書
類
品
付
属
品
美
術
印
刷
製
品
仕
入
大
観
』
（
一
九
二
五

年
）
に
よ
る
と
、
田
中
は
京
都
に
生
ま
れ
、
同
地
に
本
店
を
構
え
る
辻
本
尚
書
堂

に
勤
務
し
た
の
ち
独
立
し
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
東
京
で
尚
美
堂
を
創

業
し
た
10

。
創
業
当
初
は
絵
画
・
額
画
・
掛
軸
類
の
出
版
だ
っ
た
が
、
明
治
三
三

年
（
一
九
〇
〇
）
に
私
製
絵
葉
書
条
例
が
実
施
さ
れ
る
と
絵
葉
書
の
出
版
事
業

を
積
極
的
に
展
開
し
た
と
い
う
11

。 

 
⑧
矢
野
派
《
三
国
志
》 

一
巻 

 

本
作
は
、
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
一
月
に
熊
本
市
立
古
町
小
学
校
か
ら
新
た
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に
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
作
を
納
め
る
箱
の
側
面
に
「
三
国
誌
絵

巻
紙
幟
／
杉
谷
雪
樵
筆
／
紫
垣
隆
氏
寄
贈
」
と
の
墨
書
を
確
認
で
き
る
。 

し
か
し
、
本
作
に
は
款
記
が
な
く
、
登
場
人
物
や
馬
な
ど
に
や
や
稚
拙
な
表

現
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
熊
本
藩
最
後
の
御
用
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
る

杉
谷
雪
樵
の
作
と
は
現
時
点
で
断
定
で
き
ず
、
矢
野
派
系
譜
の
末
端
に
名
を
連

ね
る
近
代
熊
本
の
絵
師
ら
に
よ
る
作
と
推
察
す
る
。
な
お
、
中
国
の
故
事
に
ち

な
ん
だ
横
矢
旗
は
、
現
時
点
で
本
作
の
み
で
あ
り
、
他
と
趣
向
が
異
な
る
12

。 

旧
蔵
者
の
紫
垣
隆
（
一
八
八
五-

一
九
六
六
）
は
、
現
在
の
熊
本
市
西
区
春
日

の
生
ま
れ
で
、
熊
本
の
財
界
・
政
界
の
重
鎮
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
紫

垣
が
現
在
の
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
に
構
え
た
邸
宅
「
大
凡
荘
」
に
は
教
え
を

請
い
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
出
入
り
し
、
紫
垣
の
自
伝
的
著
書
『
大
凡
荘
夜
話
』

に
は
、
県
内
外
多
数
の
著
名
人
が
言
葉
を
寄
せ
た
。
残
念
な
が
ら
、
同
書
に
は
本

作
製
作
の
背
景
や
古
町
小
学
校
へ
の
寄
贈
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
一
切
記
さ

れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

 

四
．
当
館
収
蔵
の
「
横
矢
旗
」
か
ら
考
え
る
い
く
つ
か
の
仮
説 

 

以
上
、
当
館
が
収
蔵
す
る
横
矢
旗
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
た
。
先
述
の
通
り
、

横
矢
旗
に
関
す
る
情
報
は
大
変
少
な
く
、
い
つ
頃
か
ら
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
や
市
域
で
の
分
布
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
館

収
蔵
品
や
周
辺
情
報
を
整
理
す
る
か
ぎ
り
、
以
下
五
点
を
仮
説
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。 

①
横
矢
旗
は
幕
末
頃
～
昭
和
初
期
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
京
町
や
新
町
な

ど
熊
本
城
下
の
ご
く
一
部
の
地
域
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
風
習
と
考
え
ら
れ
る
。

②
明
治
時
代
に
入
り
、
藩
御
用
と
い
う
形
態
は
な
く
な
る
が
、
横
矢
旗
の
製
作

に
は
矢
野
派
に
連
な
る
多
く
の
在
熊
絵
師
た
ち
が
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
横
矢
旗
の
製
作
工
程
や
受
注
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と

も
大
正
時
代
に
は
玩
具
店
を
窓
口
と
し
て
流
通
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
④
熊
本

と
い
う
地
域
性
か
ら
、
加
藤
清
正
に
ち
な
む
物
語
の
場
面
が
好
ま
れ
た
が
、
ほ

か
に
も
同
時
代
の
戦
況
画
を
題
材
に
し
た
作
品
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
横
矢

旗
に
は
男
児
の
健
や
か
な
成
長
だ
け
で
な
く
、
将
来
戦
地
に
向
か
っ
た
際
の
戦

勝
祈
願
も
込
め
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
⑤
横
矢
旗
に
描
か
れ
た
の
は
、

物
語
の
断
片
的
な
場
面
が
多
く
、
絵
だ
け
を
見
る
限
り
で
は
物
語
の
展
開
が
つ

か
め
な
い
た
め
、
端
午
の
節
句
で
飾
ら
れ
る
際
に
は
、
絵
解
き
の
役
割
を
担
う

人
が
つ
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

依
然
と
し
て
、
横
矢
旗
の
出
現
時
期
や
巨
大
化
の
理
由
や
経
緯
な
ど
、
不
明

な
点
が
多
く
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
仮
説
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
で
、
今

後
、
関
連
資
料
に
た
ど
り
着
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

五
．
お
わ
り
に 

 

以
上
、
本
稿
で
は
当
館
収
蔵
の
横
矢
旗
の
概
略
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
課
題
と
し
て
五
つ
の
仮
説
を
立
て
て
み
た
。
繰
り
返
す
が
、
横
矢
旗
に
関

す
る
情
報
は
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
こ
れ
ら
の
仮
説
が
今
後
検
証
可
能
か
ど
う

か
、
見
通
し
が
立
た
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
収
蔵
絵
画
調
査
に
よ
っ
て
数
点
で
も
絵
師
や
発
行
元
を
確

認
で
き
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
と
の
な
か
っ
た
横
矢
旗
の
存

在
を
本
稿
で
紹
介
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
の
一
助
と
な
る
に
違
い
な
い
。
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筆
者
は
、
引
き
続
き
横
矢
旗
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
今
回
立
て
た
仮
説
を

検
証
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

 

注 1 

竹
原
明
理
「〈
資
料
紹
介
〉
椿
椿
山
筆
《
深
水
春
山
像
》
に
つ
い
て
」
（
熊
本
博
物
館
編

『
熊
本
博
物
館
館
報
34
号
（
二
〇
二
一
年
度
報
告
）』 

二
〇
二
二
年
、
九
五
～
一
〇
二

頁
）。 

2 

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
一
〇
月
四
日
～
一
二
月
二
二
日
の
会
期
で
、
前
期
と
後
期
に

作
品
を
分
け
て
展
示
し
た
。 

3 

元
熊
本
民
俗
文
化
研
究
会
会
長
。
熊
本
県
内
各
地
の
民
俗
行
事
な
ど
を
撮
影
・
調
査
し

た
。 

4 

横
矢
旗
に
関
す
る
語
り
が
ほ
ぼ
聞
か
れ
な
い
中
、
当
該
写
真
が
実
際
に
昭
和
六
二
年
時

点
で
も
行
わ
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
、
撮
影
の
た
め
に
再
現
さ
れ
た
も
の
な
の
か
は
一

考
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

5 

野
田
寛 

『
肥
後
文
教
と
其
城
府
の
教
育
』（
熊
本
市
教
育
委
員
会
、
一
九
五
六
年
、
一

四
～
一
五
頁
）。 

6 

新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会 

編
『
新
熊
本
市
史 

史
料
編 

第
九
巻
』
（
熊
本
市
、
一
九

九
四
年
、
五
三
二
～
五
三
三
頁
）。
な
お
、
大
正
期
の
熊
本
の
財
界
人
や
文
化
人
を
紹
介

し
た
真
栄
里
正
助
編
『
人
物
熊
本
』（
増
補
版
、
新
九
州
社
、
一
九
二
三
年
）
で
は
、
炭

谷
玩
具
店
は
、
明
治
初
年
の
創
業
で
、
新
町
二
丁
目
角
の
目
貫
通
り
に
店
を
構
え
、
炭
谷

三
伍
を
店
主
と
し
、
次
男
の
與
平
次
が
商
才
を
発
揮
し
て
経
営
も
安
泰
で
あ
る
と
紹
介

し
て
い
る
。 

7 

松
本
雅
明
監
修 

『
肥
後
読
史
総
覧
』 

一
九
八
三
年
、
一
〇
七
二
頁
。 

8 

本
作
で
は
「
堀
尾
勢
」
の
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
「
堀
勢
」
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。 

9 

『
絵
画
絵
葉
書
類
品
付
属
品
美
術
印
刷
製
品
仕
入
大
観
』（
大
日
本
絵
葉
書
月
報
社
、
一

九
二
五
年
、
三
〇
～
三
一
頁
）。 

10 

の
ち
に
「
田
中
尚
美
堂
」「
東
京
尚
美
堂
」
と
す
る
。 

11 

前
掲
載
書
、
八
八
～
八
九
頁
。 

12 

残
念
な
が
ら
本
稿
へ
の
掲
載
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
神
話
や
伝

説
を
描
い
た
横
矢
旗
（
個
人
蔵
）
も
当
館
に
よ
る
過
去
の
調
査
で
確
認
し
て
い
る
。 
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①松岡敬廉 横矢旗《山崎の戦い》（部分） 

 

②矢野派 横矢旗《九州平定図》（部分） 

 

③矢野派 横矢旗《賤ヶ岳合戦図》（部分） 

 
④矢野派 横矢旗《賤ヶ岳合戦図》（部分） 
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⑤西村泰久《賤ヶ岳合戦図》（部分） 

 

⑥横矢旗《日露戦況画報》ほか（部分） 

 
⑦横矢旗《《《露露討独遠征軍画報》ほか（部分） 

 

⑧矢野派 横矢旗《三国志》（部分） 
99（10）


